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藤
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の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
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中
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―
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本
稿
は
ま
ず
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
正
月
か
ら
七
月
に
記
す
、
藤
原
道
長

の
文
事
を
読
み
解
い
た
前
稿
「
（
上
）
」
（
本
誌
第
五
十
四
巻
・
二
〇
二
一
年
三
月
）

の
補
足
訂
正
を
行
う
。
道
長
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
々
の
和
歌
を
集
め
た
『
御
堂
関

白
集
』
が
あ
る
。
こ
の
歌
集
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
、

（
１
）

詠
作
年
次
の
順
に
和

歌
を
配
列
し
て
お
り
、
道
長
の
事
蹟
を
う
か
が
う
手
掛
か
り
と
な
る
。
そ
の
冒
頭
は

寛
弘
元
年
の
歌
群
か
ら
な
り
、
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
の
古
記
録
と
内
容
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
史
料
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
。
そ
こ
で
『
御
堂
関
白
集
』
を
、

道
長
の
文
事
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
捉
え
、
ま
ず
二
月
～
七
月
に
お
け
る
和
歌

を
取
り
上
げ
て
、
検
討
し
た
結
果
を
前
稿
に
付
加
す
る
。
な
お
、
前
稿
で
触
れ
な
か

っ
た
記
事
に
つ
い
て
も
適
宜
言
及
す
る
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛

弘
元
年
八
月
以
降
に
お
け
る
、
藤
原
道
長
の
文
事
に
関
す
る
記
事
の
注
解
を
試
み

る
。 

 

補
訂 

  
 
 
 
 

二
月 

  

前
稿
（
上
）
五
ペ
ー
ジ
上
段
に
お
い
て
、
六
日
の
花
山
院
御
製
へ
の
道
長
の
返
歌

「
三
笠
山
…
…
」
は
、
『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
歌
集
に
見
え
な
い
と
述
べ
た
が
、
『
御

堂
関
白
集
』
（
４
）
に
は
あ
る
。
訂
正
す
る
。
こ
の
当
該
贈
答
歌
を
引
い
て
お
く
。

本
文
は
神
宮
文
庫
本
（
『
私
家
集
大
成 

中
古
Ｉ
』
）
を
用
い
る
。
そ
の
傍
点
は
日

記
本
文
と
の
相
異
を
示
し
て
い
る
。
な
お
詞
書
に
つ
い
て
は
、
両
書
の
性
格
が
異
な

る
の
で
傍
点
を
付
さ
な
い
。 

  
 
 
 

三
位
中
将
、
春
日
の
使
し
た
ま
ふ
つ
と
め
て
、
左
衛
門
督
の 

も
と
へ
遣
は
す
。
雪
い
み
じ
う
降
る
ほ
ど
に 

 
 

若
菜
摘
む
春
日
の
原
に
雪
降
れ
ば
心
づ
か
ひ
を
今
日
さ
へ
ぞ
や
る
（
１
） 

 
 
 
 

御
返
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
衛
門
督 

 
 

身
を
つ
め
ば

ヽ

ヽ

ヽ

お
ぼ
つ
か
な
き
をヽ

雪
や
ま
ぬ
春
日
の
原
の
若
菜
な
り
け
り
（
２
） 

 
 
 
 

花
山
院
よ
り 

 
 

我
さ
へ

ヽ

ヽ

に
思
ひ
こ
そ
や
れ
春
日
野
の
雪
間
を
い
か
で
人
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

分
く
ら
ん
（
３
） 

 
 
 
 

御
返
り
事 

 
 

三
笠
山
雪
や
積
む
ら
ん
と
思
ふ
間
に
心
の
空
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

か
よ
ひ
け
る
か
な
（
４
） 

  

問
題
と
な
る
の
は
、
春
日
の
使
い
で
あ
る
頼
通
の
位
階
と
官
職
で
あ
る
。
寛
弘
元

年
二
月
六
日
の
時
点
で
は
、
正
四
位
下
右
尐
将
で
あ
り
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。 



 

二四 

北 

山 

円 
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三
月 

 

廿
五
日
、
己
酉
、
雨
下
。
早
朝
従
伊
祐
宅
、
辰
時
渡
仁
和
寺
。
依
供
養
女
方
大
般
若

也
。
…
…
中
宮
御
諷
誦
使
、
右
近
中
将
公
信
、
桜
色
褂
。
右
近
中
将
頼
親
取
授
之
。

…
… 

（
裏
書
）
…
…
従
中
宮
賜
名
香
。 

廿
五
日
、
己
酉
、
雨
下
る
。
早
朝
伊
祐
の
宅
従よ

り
、
辰
の
時
に
仁
和
寺
に
渡
る
。
…

…
中
宮
の
御
諷ふ

誦じ
ゅ

の
使
、
右
近
中
将
公
信
に
、
桜
色
の

褂
う
ち
き

。
右
近
中
将
頼
親
取
り

て
授
く
。
…
… 

（
裏
書
）
…
…
中
宮
従
り
名
香
を
賜
ふ
。 

 

道
長
の
正
室
倫
子
が
、
仁
和
寺
に
お
い
て
『
大
般
若
経
』
の
供
養
を
行
い
道
長
も
参

詣
し
た
こ
と
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
。
な
お
『
日
本
紀
略
』
に
は
、
「
左
大
臣
於
二

仁
和
寺
一
、
供
二

養
大
般
若
経
一

」
と
、
道
長
が
催
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
記

に
よ
れ
ば
、
娘
中
宮
彰
子
か
ら
「
御
諷
誦
」
が
送
ら
れ
、
「
名
香
」
を
た
ま
わ
っ
て

い
る
。
『
御
堂
関
白
集
』
に
は
、 

  
 
 
 

三
月
廿
五
日
に
、
殿
の
上
、
御
経
仏
な
ど
供
養
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
宮
よ
り

名
香
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
に 

 
 

春
霞
よ
そ
に
の
み
立
つ
山
辺
に
は
た
ぐ
ふ
煙
に
心
を
ぞ
や
る
（
11
） 

 
 
 
 

御
返
り
事 

 
 

春
霞
今
日
の
煙
に
添
へ
ば
こ
そ
山
の
錦
も
外と

に
は
見
え
け
れ
（
12
） 

 

と
、
「
名
香
」
の
こ
と
が
見
え
る
と
と
も
に
、
中
宮
の
立
場
ゆ
え
、
た
や
す
く
詣
で

る
わ
け
に
は
行
か
な
い
代
わ
り
に
、
供
養
へ
の
思
い
を
香
の
煙
に
託
し
て
い
る
。「
殿

の
上
」
は
倫
子
。
一
方
返
歌
で
は
、
「
春
霞
」
に
「
名
香
」
が
添
え
ら
れ
た
の
で
、

「
山
の
錦
」
が
都
か
ら
美
し
く
見
え
る
で
し
ょ
う
と
、
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

「
錦
」
は
桜
の
花
で
は
な
い
か
。
三
日
後
の
、
華
山
院
の
仰
せ
が
あ
っ
て
白
河
で
の

花
見
に
従
っ
て
い
る
記
事
―
―
前
稿
で
取
り
上
げ
た
―
―
が
参
考
に
な
る
。
「
山
の

錦
も
」
は
、
底
本
に
「
や
ま
の
にヽ

しヽ

にヽ

も
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
は
解
し
が
た
い
の
で
、

妹
尾
氏
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
改
め
た
。
返
歌
は
倫
子
が
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
道
長
も
そ
の
場
に
い
て
、
こ
の
模
様
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
『
源
氏
物
語
』
の
胡
蝶
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
、
紫
の
上
が
い
る
六
条
院

の
春
の
町
で
、
船
楽
の
遊
び
を
行
っ
て
い
た
折
、
秋
好
中
宮
が
里
下
が
り
し
て
い
た

の
だ
が
、
「
つ
い
で
な
く
て
軽
ら
か
に
は
ひ
渡
り
、
花
を
も
も
て
遊
び
た
ま
ふ
べ
き

な
ら
ね
ば
」
と
い
う
理
由
で
、
気
軽
に
は
出
掛
け
ら
れ
な
い
状
況
を
描
い
て
い
る
。

中
宮
彰
子
の
立
場
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

  
 
 
 
 

四
月 

  

こ
の
月
に
詠
ま
れ
た
『
御
堂
関
白
集
』
の
和
歌
を
取
り
上
げ
る
。 

  
 
 
 

四
月
一
日
、
斎
院
よ
り 

 
  

問
は
ぬ
間
に
春
も
過
ぎ
に
き
夏
衣
今
日
の
気
色
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
（
13
） 

 
 

う
き
こ
と
も
か
け
て
思
ふ
な
夏
衣
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
ま
さ
る
気
色
か
（
14
） 

 

と
、
斎
院
選
子
内
親
王
か
ら
和
歌
が
送
ら
れ
て
き
た
。
二
首
と
も
斎
院
が
詠
ん
だ
よ



 

二五 

     

藤
原
道
長
の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
か
ら
（
中
）
―
― 

う
に
み
え
る
が
、
妹
尾
氏
の
指
摘
の
と
お
り
14
番
は
道
長
の
返
歌
で
あ
ろ
う
。
13

番
の
「
問
は
ぬ
」
は
、
詞
書
の
「
四
月
一
日
」
に
着
目
す
る
な
ら
、
よ
き
季
節
で
あ

る
春
を
愛
で
楽
し
む
歌
を
送
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）

衣
更
え
に

よ
っ
て
夏
を
实
感
し
つ
つ
、
過
ぎ
去
っ
た
春
を
惜
し
む
気
持
ち
を
道
長
に
示
し
た
の

で
あ
る
。
道
長
は
、
斎
院
が
詠
う
惜
春
の
情
に
対
し
て
、
く
よ
く
よ
な
さ
い
ま
す
な
、

「
夏
衣
」
を
お
召
し
に
な
っ
た
ご
様
子
が
よ
く
分
か
ら
ず
気
に
な
っ
て
い
ま
す
と
返

し
て
い
る
。
斎
院
が
「
う
き
こ
と
」
を
抱
え
て
い
る
と
見
て
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
贈
歌
を
選
子
か
ら
中
宮
彰
子
へ
の
も
の
と
見
る
解
釈
も
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
歌
集
は
道
長
の
み
な
ら
ず
、
周
り
に
い
る
妻
倫
子
・
娘
中
宮
彰
子
ら
の
和

歌
も
採
ら
れ
て
お
り
、
道
長
お
よ
び
そ
の
一
族
を
め
ぐ
る
歌
集
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
平
野
氏
の
見
解
で
あ
る
。

（
３
）

こ
の
見
解
か
ら
こ
こ
で
は
、
選
子
が
彰
子
へ

和
歌
を
送
り
、
こ
れ
に
彰
子
に
仕
え
る
女
房
ら
が
返
歌
を
行
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
御
堂
関
白
集
』
独
特
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
理
解
も
十
分
成
り
立
つ
。
今
は
ど

ち
ら
か
の
意
見
を
是
と
す
る
の
で
は
な
く
、
両
論
を
紹
介
し
て
お
く
。
以
下
同
様
。 

  
 
 
 

廿
よ
日
の
ほ
ど
に
、
殿
よ
り
い
と
小
さ
き
菖
蒲
を
た
て
ま
つ
ら
せ 

 
 
 
 

た
ま
へ
る
を
ご
覧
じ
て
、
宮
よ
り 

 
 

ほ
と
と
ぎ
す
待
つ
と
聞
き
て
や
菖
蒲
草
ま
だ
う
ら
若
き
ね
を
も
見
る
か
な 

（
15
） 

 
 
 
 

御
返
り
事 

 
 

ゆ
た
か
に
も
あ
ら
ぬ
菖
蒲
を
ほ
と
と
ぎ
す
待
つ
と
聞
き
て
や
初
音
惜
し
ま
ぬ

（
16
） 

  

四
月
二
十
日
を
過
ぎ
た
あ
る
日
、
「
殿
」
道
長
か
ら
「
宮
」
中
宮
彰
子
に
「
小
さ

き
菖
蒲
」
を
た
て
ま
つ
り
、
彰
子
か
ら
は
和
歌
を
贈
っ
た
。
そ
し
て
道
長
か
ら
返
歌

が
あ
っ
た
。
「
菖
蒲
」
は
五
月
五
日
の
行
事
・
風
習
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
日
に
貴
族
も
庶
民
も
屋
根
に
葺
い
た
。
四
月
二
十
日
過
ぎ
で
は
ま
だ
大
き
く
成

長
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彰
子
詠
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
夏
の
鳥
で
あ
り
、

当
時
の
人
々
は
そ
の
鳴
き
声
を
好
ん
だ
。
彰
子
は
、
ま
だ
時
期
に
到
ら
な
い
若
い
菖

蒲
を
贈
ら
れ
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
初
音○

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菖
蒲
の
若
い
根○

を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
と
礼
を
述
べ
て
い
る
。
父
道
長
の
贈
り
物
か
ら
機
知
を
見
て
と

っ
た
の
で
あ
る
。
対
す
る
道
長
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
「
初
音○

」
を
待
っ
て
お
ら
れ
る

と
う
か
が
っ
た
の
で
、
や
や
早
い
の
で
す
が
、
代
わ
り
に
菖
蒲
の
初
根○

（
若
い
根
）

を
お
届
け
し
ま
し
た
と
、
説
明
し
て
い
る
。
気
の
利
い
た
や
り
取
り
と
言
え
よ
う
。

二
人
の
間
で
繰
り
返
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
物
品
や
和
歌
の
贈
答
の
様
子
が
知
ら
れ
る

一
例
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

五
月 

 

二
日
、
乙
酉
、
華
山
院
宮
達
、
可
為
親
王
宣
旨
。
实
成
朝
臣
来
仰
云
、
依
有
被
申
院
、

雖
不
宜
母
、
被
下
宣
旨
。
冷
泉
院
五
六
宮
者
。 

三
日
、
丙
戌
、
以
挙
直
朝
臣
、
令
申
事
由
彼
宮
。
有
禄
。 

二
日
、
乙
酉
、
華
山
院
の
宮
達
を
、
親
王
と
為
す
べ
き
宣
旨
あ
り
。
实
成
朝
臣
来
た

り
仰
せ
て
云
ふ
、
「
院
の
申
さ
る
る
こ
と
有
る
に
依
り
て
、
母
宜
し
か
ら
ず
と
雖
ど

も
、
宣
旨
を
下
さ
る
。
冷
泉
院
の
五
六
宮
な
り
」
て
へ
り
。 

三
日
、
丙
戌
、
挙
直
朝
臣
を
以
つ
て
、
事
の
由
を
彼
の
宮
に
申
さ
し
む
。
禄
有
り
。 

  

こ
れ
は
前
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
、
寛
弘
元
年
五
月
条
か
ら
の
引
用
。
「
華
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山
院
宮
達
」
は
、
昭
登
親
王
と
清
仁
親
王
。
「
实
成
朝
臣
」
は
、
蔵
人
頭
藤
原
实
成
。

天
皇
の
使
者
と
し
て
、
親
王
宣
下
を
道
長
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
仰
せ
に
よ
れ

ば
、
花
山
院
の
申
請
に
よ
っ
て
、
「
宮
達
」
の
母
の
身
分
は
低
い
も
の
の
、
「
冷
泉

院
」
の
第
五
・
六
親
王
と
す
る
と
の
こ
と
。
『
日
本
紀
略
』
の
五
月
四
日
条
に
は
、

「
以
二

冷
泉
院
皇
子
昭
登
・
清
仁
一

為
二

親
王
一
。
实
花
山
院
御
出
家
之
後
産
生
也
」（
冷

泉
院
の
皇
子
昭
登
・
清
仁
を
以
つ
て
親
王
と
為
す
。
实
は
花
山
院
御
出
家
の
後
の
産

生
な
り
）
と
み
え
る
。
『
栄
花
物
語
』
（
初
花
）
に
よ
れ
ば
、 

院
こ
の
宮
た
ち
の
忍
び
が
た
く
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
た
ま
へ
ば
、
中
務
が
腹
の
一

の
御
子
、

女
む
す
め

の
腹
の
御
子
二
宮

ふ
た
み
や

を
、
殿
に
申
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
「
こ
れ
冷
泉

院
の
御
子
の
う
ち
に
入
れ
さ
せ
た
ま
へ
」
と
あ
る
御
消
息
た
び
た
び
あ
れ
ば
、 

と
、
花
山
院
か
ら
道
長
に
要
請
が
あ
っ
た
。
道
長
も
そ
の
親
心
を
思
い
や
っ
て
、「
さ

れ
ば
内
裏
に
参
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
こ
と
の
よ
し
奏
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」
、
实
現
に
い

た
っ
た
と
あ
る
。
花
山
院
と
の
友
好
関
係
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

な
お
、
寛
弘

元
年
の
こ
と
と
は
限
ら
な
い
が
、
道
長
が
こ
の
二
人
の
御
子
の
「
袴
着
」
を
祝
う
和

歌
を
詠
ん
で
い
る
。
関
連
す
る
文
事
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。 

 
 
 
 

冷
泉
院
の
五
、
六
の
親
王
、
袴
着
は
べ
り
け
る
こ
ろ
、
言
ひ
お
こ
せ
て
は

べ
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
大
臣 

岩
の
上
の
松
に
た
と
へ
む
君
ぎ
み
は
世
に
ま
れ
ら
な
る
種
ぞ
と
思
へ
ば
（
『
拾

遺
集
』
巻
十
八
・1

1
6
5

・
雑
賀
） 

二
人
の
親
王
は
、
世
に
も
ま
れ
な
出
自
、
貴
種
で
あ
る
と
讃
え
る
。
新
日
本
古
典
文

学
大
系
の
注
は
、 

此
花
非
是
人
間
種
、
瓊
樹

△

△

枝
頭
第
二
花
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・

671
・
親

王
、
大
江
朝
綱
「
名
花
在
二

閑
軒
一

」
） 

此
の
花 

是
れ
人
間
の
種
に
非
ず
、
瓊
樹
の
枝
頭 

第
二
の
花
（
「
名
花 

閑
軒

に
在
り
」
） 

を
引
い
て
い
る
。

（
５
）

道
長
は
こ
の
二
句
を
用
い
て
、
祝
意
を
表
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

正
月
廿
余
日
の
程
に
、
雨
い
み
じ
く
降
る
に
、
斎
院
よ
り 

 
 

知
る
ら
め
や
日
数
の
み
ふ
る
な
が
め
に
は
花
の
袂
も
た
だ
な
ら
ぬ
か
な
（
17
） 

  

詞
書
の
「
正
月
」
は
、
年
次
に
順
っ
た
配
列
を
基
本
と
す
る
こ
の
歌
集
に
お
い
て

は
疑
問
が
あ
る
。
13
・
14
番
が
「
四
月
一
日
」
の
、
15
・
16
番
が
こ
の
月
の
「
廿

よ
日
の
程
」
の
、
18
・
19
番
が
「
七
月
八
日
」
の
贈
答
歌
で
あ
り
、
17
番
は
「
四

月
一
日
」
と
「
七
月
八
日
」
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
あ
る
日
の
詠
歌
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
森
川
泰
雄
氏
は
、
詞
書
と
『
御
堂
関
白
記
』
五

月
二
十
二
日
に
記
す
天
候
、 

 
 

廿
二
日
、
乙
巳
、
従
去
夜
子
時
許
、
通
夜
大
雨
下
。
従
早
朝
天
晴
無
雲
気
。 

 
 

廿
二
日
、
乙
巳
、
去
に
し
夜
の
子
の
時
許
り
従
り
、
通
夜
大
雨
下
る
。
早
朝
従

り
天
晴
れ
て
雲
気
無
し
。 

と
の
照
合
か
ら
、
17
番
は
選
子
が
二
十
二
日
に
送
っ
た
和
歌
と
考
え
ら
れ
た
。

（
６
）

前

日
は
道
長
が
故
東
三
条
院
詮
子
の
た
め
に
開
い
た
法
華
八
講
五
巻
の
日
に
当
た
っ

て
い
る
。
斎
院
の
初
句
「
知
る
ら
め
や
」
は
、
私
の
気
持
ち
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

の
意
。
そ
の
心
の
内
を
、
「
花
の
袂
も
た
だ
な
ら
ぬ
か
な
」
と
う
ち
明
け
て
い
る
。

「
花
の
袂
」
は
、 

 
 
 
  

 

尐
将
三
位
、
尼
に
な
り
た
ま
ふ
に
、
殿
よ
り
装
束
つ
か
は
す
と
て 

 
 

な
れ
見
て
し
花
の
袂
を
う
ち
返
し
法
の
衣
を
裁た

ち
ぞ
か
へ
つ
る
（
『
御
堂
関
白

集
』
61
） 

 
 
 
 

中
宮
の
内
侍
、
尼
に
な
り
ぬ
と
聞
き
て
つ
か
は
し
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
賀
左
衛
門 



 

二七 

     

藤
原
道
長
の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
か
ら
（
中
）
―
― 

い
か
で
か
く
花
の
袂
を
裁
ち
か
え
て
裏
な
る
珠
を
忘
れ
ざ
り
け
ん
（
『
後
拾
遺

集
』
巻
十
七
・1

0
2
4

・
雑
三
） 

に
よ
れ
ば
、
「
法
の
衣
」
に
対
す
る
宮
女
の
華
や
か
な
衣
服
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

「
世
の
中
の
、
薄
鈍

う
す
に
び

な
ど
果
て
て
、
花
の
袂
に
な
り
ぬ
る
も
」
（
『
栄
花
物
語
』
見

果
て
ぬ
夢
）
は
、
円
融
院
の
服
喪
期
間
が
終
わ
っ
て
、
世
の
人
の
服
装
が
平
常
の
華

や
か
な
も
の
に
戻
っ
た
場
合
に
つ
い
て
い
う
。

（
７
）

選
子
は
、
今
の
斎
院
と
し
て
の
衣
服

を
「
花
の
袂
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
「
た
だ
な
ら
ぬ
」
の
は
、
涙
の
た
め
に
濡

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
注
は
そ
の
理
由
を
、
斎
院
で
は
仏
事
に
加
わ
れ
な
い
斎

院
の
身
を
嘆
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
十
九
日
か
ら
道
長
が
故
東
三
条
院
の
追

善
の
た
め
に
法
華
八
講
を
催
し
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
、
仏
縁
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
無
念
を
う
ち
明
け
た
の
で
あ
る
。
道
長
に
は
胸
中
を
語
る
間
柄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
道
長
が
返
歌
し
た
か
否
か
は
、
歌
集
に
載
せ
て
お
ら
ず
分
か
ら
な
い
。 

 

こ
こ
で
こ
の
五
巻
の
日
の
模
様
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。 

 
 

従
華
山
院
捧
物
十
種
給
。
為
中
清
朝
臣
使
。
賜
禄
物
。
是
山
臥
具
、
皆
以
銀
作
。

従
大
内
白
合
褂
卅
領
。
従
中
宮
入
瑠
璃
金
百
・
生
絹
単
衣
合
袴
廿
六
給
。
使
等

有
禄
物
。
午
時
帥
宮
・
右
府
・
内
府
・
春
宮
大
夫
・
右
大
将
・
民
部
卿
・
右
衛

門
督
・
源
中
納
言
・
権
中
納
言
・
勘
解
由
長
官
・
春
宮
権
大
夫
・
式
部
大
輔
・

右
大
弁
・
三
位
中
将
・
修
理
大
夫
・
大
蔵
卿
等
来
。
即
打
鐘
入
堂
、
講
師
登
高

座
後
、
立
捧
物
。
自
下
僧
両
階
、
王
卿
従
下
西
対
。
列
立
之
内
、
音
声
舟
於
堂

南
発
物
声
。
従
同
廊
下
融
舟
。
二
菩
薩
打
一
鼓
出
、
従
行
道
。
廻
中
嶋
三
匝
後
、

従
上
両
階
、
上
達
部
・
殿
上
人
、
佛
前
置
捧
物
、
諸
大
夫
置
庭
中
。
此
間
楽
舟

来
。
在
松
二
舟
間
。
舞
台
来
入
中
。
此
間
舞
童
八
人
、
取
供
華
至
階
下
。
僧
八

人
受
之
供
佛
。
此
童
等
退
、
為
鳥
舞
了
。
舞
青
海
波
廻
了
後
、
行
舟
東
西
相
分
、

尚
有
声
。
舞
童
入
綾
不
止
。
馬
場
辺
見
物
入
来
。
従
初
立
（
『
御
堂
関
白
記
』

五
月
二
十
一
日
） 

華
山
院
従
り
捧
物
十
種
を
給
は
る
。
中
清
朝
臣
を
使
ひ
と
為
す
。
禄
物
を
賜
ふ
。

是
れ
山
臥
の
具
に
し
て
、
皆
銀
を
以
つ
て
作
る
。
大
内
従
り
白
の
合
は
せ
の

褂
う
ち
ぎ

卅
領
。
中
宮
従
り
瑠
璃
に
入
る
る
金
百
・
生
絹
の
単
衣
の
合
は
せ
の
袴
廿

六
を
給
は
る
。
使
等
に
禄
物
有
り
。
午
時
に
帥
宮
・
右
府
・
内
府
・
春
宮
大
夫

・
右
大
将
・
民
部
卿
・
右
衛
門
督
・
源
中
納
言
・
権
中
納
言
・
勘
解
由
長
官
・

春
宮
権
大
夫
・
式
部
大
輔
・
右
大
弁
・
三
位
中
将
・
修
理
大
夫
・
大
蔵
卿
等
来

た
る
。
即
ち
鐘
を
打
ち
て
堂
に
入
る
、
講
師
高
座
に
登
り
し
後
、
捧
物
を
立
つ
。

僧
は
両
階
自
り
下
り
、
王
卿
は
西
の
対
従
り
下
り
た
り
。
列
立
す
る
内
に
、
音

声
の
舟
、
堂
の
南
に
し
て
物
の
声
を
発
す
。
同
じ
き
廊
の
下
従
り
舟
を
融
し
た

り
。
二
菩
薩
一
鼓
を
打
ち
て
出
で
、
行
道
に
従
ふ
。
中
嶋
を
廻
る
こ
と
三
匝
の

後
、
両
階
従
り
上
り
て
、
上
達
部
・
殿
上
人
、
佛
前
に
捧
物
を
置
き
、
諸
大
夫

庭
中
に
置
き
た
り
。
此
の
間
に
楽
の
舟
来
た
る
。
松 

二
舟
の
間
に
在
り
。
舞

台
来
た
り
て
中
に
入
る
。
此
の
間
舞
の
童
八
人
、
供
華
を
取
り
て
階
下
に
至
る
。

僧
八
人
之
を
受
け
て
佛
に
供
ふ
。
此
の
童
等
退
き
て
、
鳥
の
舞
を
為
し
了
り
ぬ
。

青
海
波
を
舞
ひ
て
廻
り
了
り
し
後
、
行
く
舟
東
西
に
相
分
る
る
も
、
尚
ほ
声
有

り
。
舞
の
童
入
綾
止
ま
ず
。
馬
場
の
辺
り
に
見
物
入
り
来
た
る
。
初
め
従
り
立

ち
た
り
。 

と
、
華
山
院
・
一
条
天
皇
・
彰
子
中
宮
か
ら
「
捧
物
」
が
送
ら
れ
、
帥
宮
敦
道
親
王

・
右
大
臣
藤
原
顕
光
・
内
大
臣
藤
原
公
季
以
下
、
上
達
部
・
殿
上
人
ら
が
多
数
集
ま

る
と
い
う
盛
大
な
法
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

行
ぎ
ょ
う

道ど
う

の
際
に
は
、
僧
俗
が
庭
前
に

列
立
す
る
と
こ
ろ
で
、
「
音
声
舟
」
が
、
殿
舎
の
廊
の
下
を
流
れ
る
水
路
を
経
て
や

っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
庭
前
の
池
で
楽
音
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
二
菩
薩
」

―
―
菩
薩
の
面
を
つ
け
衣
装
を
着
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
―
―
が
「
一
鼓
」
を
打
ち
出



 

二八 

北 

山 

円 

正 

し
て
「
行
道
」
に
従
い
、
池
の
「
中
嶋
」
を
三
度
め
ぐ
っ
て
い
る
。
こ
の
後
上
達
部

・
殿
上
人
は
、
「
堂
」
に
あ
が
っ
て
「
捧
物
」
を
佛
前
に
置
き
、
「
諸
大
夫
」
は
「
庭

中
」
に
置
い
て
い
る
。
行
道
が
終
わ
っ
て
さ
ら
に
法
会
は
つ
づ
く
。
行
道
の
間
に
「
楽

舟
」
が
来
た
。
二
つ
の
舟
の
間
に
は
「
松
」
が
位
置
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
舞
台
」

が
来
て
舟
と
舟
の
間
に
入
っ
た
。
「
舞
台
」
は
、
舞
台
を
備
え
た
舟
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
松
を
背
景
に
し
て
舞
台
を
設
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
「
舞
童
」
八

人
が
「
供
華
」
を
持
っ
て
堂
の
階
下
に
到
り
、
僧
八
人
が
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
佛
に

供
え
て
い
る
。
童
ら
は
退
い
て
、
設
え
た
ば
か
り
の
舞
台
で
「
鳥
舞
」
つ
ま
り
迦
陵

頻
の
舞
を
舞
っ
た
。
迦
陵
頻
は
四
人
の
舞
。
そ
し
て
「
青
海
波
」
を
舞
っ
て
い
る
。

二
人
の
舞
で
あ
る
。
通
常
は
「
輪
台
」
を
序
と
し
、
つ
づ
け
て
「
青
海
波
」
を
破
と

し
て
舞
う
の
で
あ
る
が
、
「
輪
台
」
は
四
十
人
の
垣
代
が
大
輪
を
作
る
大
が
か
り
な

舞
で
あ
り
、
舟
の
上
の
舞
台
に
は
合
わ
な
い
た
め
に
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
青

海
波
」
が
終
わ
っ
て
音
楽
を
演
奏
し
て
い
た
「
東
西
」
の
「
二
舟
」
は
離
れ
て
い
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
奏
楽
は
つ
づ
い
た
。
一
方
舞
を
終
え
た
童
ら
も
、
「
入
綾
」

―
―
舞
終
わ
っ
て
退
場
す
る
と
き
に
、
ふ
た
た
び
そ
の
曲
を
奏
す
る
と
、
舞
な
が
ら

後
ろ
向
き
に
退
く
こ
と
―
―
を
終
え
て
い
な
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
日
は
、
法
華
八

講
の
最
も
重
要
な
仏
事
で
あ
る
、
五
巻
の
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
舞
楽
を
行
う

な
ど
し
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
と
な
っ
て
い
る
。
道
長
政
権
擁
立
に
当
た
っ
て
尽

力
し
た
、
姉
詮
子
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
自
ら
の
威
勢
を
内
外
に
示
す
華
や
か
な
事

業
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

  
 

 
 

 

六
月 

 

四
日
、
丁
巳
、
不
天
晴
。
右
大
弁
許
送
紙
、
令
書
本
。
頼
通
料
耳
。 

 

に
つ
い
て
、
前
稿
で
、
藤
原
行
成
に
料
紙
を
送
っ
て
、
子
息
頼
通
の
た
め
に
本
を
書

か
せ
た
、
何
の
本
か
は
不
明
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤
道
生
氏
か
ら
、
こ

の
本
と
は
、「
右
大
弁
楽
府
の
上
巻
を
新
た
に
書
き
て
持
ち
来
た
る
」（
九
月
七
日
）
、

「
右
大
弁
楽
府
の
下
巻
を
持
ち
来
た
る
」
（
同
月
十
五
日
）
に
よ
っ
て
、
白
居
易
の

「
新
楽
府
」
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
８
）

従
う
べ
き
見
解

で
あ
る
。
学
恩
に
感
謝
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月 

 

七
日
、
己
丑
、
能
通
朝
臣
非
時
。 

 

に
関
連
し
て
、
道
長
は
不
調
に
よ
っ
て
、
七
日
の
内
裏
で
の
作
文
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ
れ
ば
正
確
で
は
な
い
の
で
、

訂
正
す
る
。
二
日
法
興
院
か
ら
帰
っ
て
、
「
亥
時
許
忽
悩
霍
乱
。
心
神
不
覚
、
通
夜

辛
苦
」
（
亥
の
時
許
り
に
忽
ち
に
霍
乱
を
悩
む
。
心
神
不
覚
に
し
て
、
通
夜
辛
苦
す
）

と
急
に
「
霍
乱
」
と
な
り
、
一
晩
中
苦
し
ん
だ
。
翌
三
日
も
、
「
終
日
尚
悩
」
（
終

日
尚
ほ
悩
む
」
、
「
雖
有
悩
気
重
、
…
…
」
（
悩
気
重
き
こ
と
有
り
と
雖
ど
も
、
…

…
）
と
苦
痛
は
つ
づ
い
た

（
９
）

。
そ
し
て
四
日
に
な
っ
て
、
「
心
地
頗
宜
」
（
心
地
頗
る

宜
し
）
と
回
復
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
作
文
会
に
行
っ
て
も
支
障
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
行
か
な
か
っ
た
の
は
、
三
日
に
自
邸
で
始
め
た
法
華
三
十
講
に

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。 

  

『
御
堂
関
白
集
』
の
和
歌
を
取
り
上
げ
る
。 



 

二九 

     

藤
原
道
長
の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
か
ら
（
中
）
―
― 

 

七
月
八
日
ま
だ
つ
と
め
て
、
斎
院
よ
り
、
竜
胆

り
う
た
う

の
露
い
み
じ
う
置
き
た

る
に
、
ま
だ
御
殿
籠
り
た
る
ほ
ど
に 

露
置
き
て
な
が
む
る
ほ
ど
を
思
ひ
や
れ
天
の
河
原
の
暁
の
空
（
18
） 

御
返
り
事 

天
の
河
明
け
行
く
ほ
ど
の
露
け
さ
に
い
づ
く
も
同
じ
空
を
な
が
め
て
（
19
） 

  

七
月
八
日
つ
ま
り
七
夕
の
早
朝
、
ま
だ
眠
り
に
つ
い
て
い
る
と
き
に
、
斎
院
か
ら
、

露
が
し
と
ど
に
置
い
た
「
竜
胆
」
と
と
も
に
和
歌
が
送
ら
れ
て
き
た
。
斎
院
の
歌
は
、

花
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
道
長
も
同
様
で
あ
り
、
織
女
と
牽

牛
が
天
の
河
原
で
別
れ
る
時
の
涙
を
、「
露
」
に
喩
え
て
詠
ん
で
い
る
。
両
者
の
「
な

が
む
る
」
「
な
が
め
て
」
は
、
明
け
て
ゆ
く
天
の
河
原
の
空
を
眺
め
る
の
で
あ
り
、

物
思
い
に
沈
む
心
境
を
表
し
た
語
で
あ
る
。
斎
院
は
、
こ
の
織
女
の
心
中
を
思
い
や

っ
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
、
道
長
は
、
二
人
の
別
れ
に
涙
す
る
の
は
、
ど
こ
で
も
同

じ
な
の
で
す
よ
と
、
共
感
を
告
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
首
は
斎
院
と
道
長

の
や
り
取
り
と
み
て
内
容
を
述
べ
た
が
、
斎
院
が
送
っ
た
相
手
は
、
中
宮
彰
子
と
そ

の
女
房
ら
と
す
る
見
解
も
あ（

る10
）

。
ど
ち
ら
の
解
釈
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
別
れ
の

つ
ら
さ
と
嚙
み
し
め
る
、
織
女
の
心
情
を
思
い
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
語
り
か
け

と
、
み
な
そ
う
な
の
だ
と
応
じ
る
や
り
と
り
は
、
女
性
同
士
の
贈
答
と
も
言
え
る
だ

ろ
う
。
四
月
一
日
の
歌
（
13
・
14
）
の
よ
う
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
風
情
を
詠
み
、

心
の
内
を
寄
せ
る
関
係
が
両
者
に
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
斎
院
の

道
長
へ
の
贈
歌
と
も
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
『
御
堂
関
白
記
』
の
七
月
七
日

条
に
は
、
「
能
通
朝
臣
非
時
」
―
―
「
非
時
」
は
僧
の
食
事
。
淡
路
守
藤
原
能
通
が

奉
仕
し
た
―
―
と
の
み
あ
り
、
三
日
に
始
め
た
法
華
三
十
講
に
加
わ
っ
て
い
る
。
翌

八
日
は
、
前
稿
（
上
）
に
取
り
上
げ
た
と
お
り
、
自
邸
の
「
堂
」
で
『
法
華
文
句
』

を
読
ん
で
い
た
。
前
日
の
宮
中
に
お
け
る
作
文
会
に
出
席
せ
ず
、
七
夕
の
情
趣
を
詩

歌
に
表
さ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
朝
に
、
思
い
が
け
ず
織
女
の
心
情
を
描
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

引
き
つ
づ
き
八
月
以
降
の
記
事
に
つ
い
て
注
解
を
行
う
。 

  
 

 
 

 

八
月 

 

二
日
、
甲
寅
、
所
読
華
句
文
十
巻
点
了
。
覚
運
僧
都
送
布
施
絹
十
匹
・
米
二
十
石
。 

二
日
、
甲
寅
、
読
む
所
の
華
句
文
十
巻
に
点
じ
了
り
ぬ
。
覚
運
僧
都
に
布
施
の
絹
十

匹
・
米
二
十
石
を
送
る
。 

  

「
華
句
文
」
は
、
天
台
宗
の
祖
で
あ
る
智
顗

ち

ぎ

の
著
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』（
『
法

華
文
句
』
）
。
七
月
八
日
条
に
、
「
文
句
遺
巻
読
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
以
前
か
ら
読

み
つ
づ
け
て
お
り
、
八
月
二
日
に
読
了
し
た
。
「
点
」
は
、
読
解
の
た
め
に
、
漢
文

に
ヲ
コ
ト
点
・
訓
仮
名
な
ど
を
付
け
る
こ
と
。
七
月
八
日
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、「
覚

運
僧
都
」
の
指
導
を
受
け
つ
づ
け
て
い
た
。
絹
・
米
を
送
る
の
は
そ
の
謝
礼
で
あ
る
。

『
続
本
朝
往
生
伝
』
（
「
権
尐
僧
都
覚
運
」
）
に
は
、
「
左
相
府
三
十
講
、
常
為
二

証
義
者
一
、
諸
宗
章
疏
悉
皆
暗
誦
」
と
あ
る
の
で
、
七
月
の
法
華
三
十
講
に
「
証
義

者
」
と
し
て
奉
仕
し
、
そ
の
間
道
長
に
『
法
華
文
句
』
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

覚
運
（
九
五
三
～
一
〇
〇
七
）
は
、
延
暦
寺
の
僧
。
道
長
の
信
頼
が
厚
く
、
こ
の
年

の
五
月
十
九
日
か
ら
始
ま
る
法
華
八
講
に
、
講
師
と
し
て
召
さ
れ
て
い
る
（
『
御
堂

関
白
記
』
）
。
同
日
条
に
よ
れ
ば
、
覚
運
は
、
「
断
公
請
三
十
余
年
、
此
度
出
来
、



 

三〇 

北 

山 

円 

正 

是
衆
人
感
所
耳
」
（
公
請
を
断
つ
こ
と
三
十
余
年
、
此
の
度
出
で
来
た
る
、
是
れ
衆

人
の
感
ず
る
所
の
み
）
と
、
朝
廷
が
法
会
に
召
し
て
も
長
く
断
っ
て
い（

た11
）

に
も
関
わ

ら
ず
、
今
日
出
仕
し
た
こ
と
に
人
々
は
感
じ
入
っ
た
と
い
う
。
道
長
の
求
め
に
は
応

じ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
道
長
は
同
月
十
七
日
に
は
、
「
不

断
念
仏
」
に
参
会
す
る
た
め
に
延
暦
寺
に
赴
き
、
「
覚
運
僧
都
房
の
房
」
に
泊
ま
っ

て
い
る
（
同
記
）
。
覚
運
は
寛
弘
四
年
十
月
に
入
寂
す
る
。
そ
の
四
十
九
日
の
法
会

に
当
た
っ
て
は
、
「
供
仏
施
僧
之
資
貯
、
専
任
二

東
閣
之
芳
意
一

」
（
『
本
朝
文
粋
』

巻
十
四
・
426
、
大
江
以
言
「
為
二

覚
僧
都
一

卌
九
日
願
文
」
）
に
よ
れ
ば
、
仏
へ
の

供
え
、
僧
侶
へ
の
施
し
は
道
長
の
「
芳
志
」
に
も
と
づ
く
と
あ
る
。
師
恩
（
『
続
本

朝
往
生
伝
』
）
に
報
い
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ（

う12
）

。 

 

二
十
日
、
壬
申
、
内
奉
群
書
十
帖
五
十
巻
。
罷
出
。 

二
十
日
、
壬
申
、
内
に
群
書
十
帖
五
十
巻
を
奉
る
。
罷
り
出
づ
。 

  

「
内
」
は
一
条
天
皇
。
「
群
書
」
は
『
群
書
治
要
』
の
こ
と
と
い
う
（
『
御
堂
関

白
記
全
註
釈
』
）
。
『
群
書
治
要
』
は
、
初
唐
の
魏
徴
ら
が
太
宗
の
勅
に
よ
り
、
諸

書
か
ら
治
世
に
有
用
な
箇
所
を
抜
き
出
し
ま
と
め
た
書
。
次
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
帝
王
学
の
書
と
し
て
こ
れ
ま
で
読
ま
れ
て
き
た
。 

群
書
治
要
五
十
〃
魏
徴
撰
〄
（
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
・
雑
家
） 

天
皇
御
二

清
涼
殿
一
、
令
三

助
教
正
六
位
上
直
道
宿
禰
広
公
読
二

群
書
治
要

○

○

○

○

第
一

巻
一
。
有
二

五
経
文
一

故
也
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
年
六
月
二
十
六
日
） 

頃
年
天
皇
読
二

群
書
治
要

○

○

○

○

一
。
是
日
御
読
竟
焉
（
『
三
代
实
録
』
貞
観
十
六
年
閏

四
月
二
十
八
日
） 

先
レ

是
天
皇
読
二

群
書
治
要

○

○

○

○

一
。
参
議
正
四
位
下
行
勘
解
由
長
官
兼
式
部
大
輔
播

磨
権
守
菅
原
朝
臣
是
善
、
奉
レ

授
下

書
中
所
二

抄
納
一

紀
伝
諸
子
之
文
上。
従
五
位

上
守
刑
部
大
輔
菅
野
朝
臣
佐
世
、
奉
レ

授
二

五
経
之
文
一
。
…
…
（
同
十
七
年
四

月
二
十
五
日
） 

寛
平
遺
誡
、
雖
レ

不
レ

窮
二

経
史
一
、
可
三

誦
二

習
群
書
治
要

○

○

○

○

一

云
々
（
『
禁
秘
抄
』

巻
上
・
諸
芸
能
事
） 

昌
泰
元
年
二
月
廿
八
日
戊
戌
、
於
二

清
涼
殿
一
、
始
読
二

群
書
治
要
一

〃
年
十
四
。

侍
読
式
部
大
輔
紀
長
谷
雄
朝
臣
、
尚
復
大
内
記
小
野
美
材
〄
（
『
大
鏡
』
裏
書

巻
一
・
醍
醐
天
皇
御
事
） 

若
有
二

御
読
書
事
一、
預
定
二

其
書
幷
博
士
尚
復
一

〃
旧
例
…
…
群
書
治
要

○

○

○

○

、
或
用
二

明
経
紀
伝
各
一
人
一
。
…
…
〄
（
『
新
儀
式
』
巻
四
・
御
読
書
事
） 

学
問
を
好
む
天
皇
の
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
皇
が
身
に
付
け
る
べ
き
学
問
の
書

と
し
て
奉
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
左
大
臣
の
な
す
べ
き
役
目
と
心
得
た
上
で
の
行
為

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

二
十
三
日
、
乙
亥
、
天
陰
。
有
雨
気
。
早
朝
宿
衣
参
内
。
春
宮
女
一
宮
御
着
袴
。
御

装
束
事
等
行
。
後
就
陣
。
去
年
不
堪
佃
事
。
申
時
許
、
諸
卿
共
参
春
宮
。
酉
時
有
着

袴
事
。
依
召
参
御
前
。
大
夫
召
之
。
御
袴
奉
結
後
出
殿
上
。
此
以
前
両
三
巡
。
召
御

前
人
々
、
両
三
献
後
、
大
夫
取
盃
。
有
和
歌
事
。
了
賜
禄
物
。
大
褂
。
大
臣
御
衣
。

余
本
筥
二
合
、
入
道
風
手
跡
。
御
馬
一
疋
給
。
後
取
筥
、
再
拝
退
出
。
参
上
達
部
、

右
府
・
内
府
・
大
夫
・
右
大
将
・
民
部
卿
・
藤
中
納
言
・
右
衛
門
督
・
中
宮
権
大
夫

・
侍
従
中
納
言
・
勘
解
由
長
官
・
権
大
夫
・
左
大
弁
・
右
大
弁
・
修
理
大
夫
・
三
位

中
将
・
大
蔵
卿
。 

二
十
三
日
、
乙
亥
、
天
陰く

も

る
。
雨
気
有
り
。
早
朝
宿
衣
に
て
参
内
す
。
春
宮
の
女

一
宮
の
御
着
袴
な
り
。
御
装
束
の
事
等
を
行
ふ
。
後
に
陣
に
就
く
。
去
年
の
不ふ

堪か
ん

佃で
ん



 

三一 

     

藤
原
道
長
の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
か
ら
（
中
）
―
― 

の
事
あ
り
。
申さ

る

の
時
許ば

か

り
に
、
諸
卿
と
共
に
春
宮
に
参
る
。
酉と

り

の
時
に
着
袴
の
事

有
り
。
召
し
に
依
り
て
御
前
に
参
る
。
大
夫
之
を
召
す
。
御
袴
を
結
ひ
奉
り
し
後
、

殿
上
に
出
づ
。
此
れ
以
前
に
両
三
巡
あ
り
。
御
前
に
人
々
を
召
し
、
両
三
献
の
後
、

大
夫
盃
を
取
る
。
和
歌
の
事
有
り
。
了を

は

り
て
禄
物
を
賜
ふ
。
大お

ほ

褂
う
ち
ぎ

な
り
。
大
臣
に

御
衣
。
余
は
本
の
筥は

こ

二
合
。
道
風
の
手
跡
を
入
る
。
御
馬
一
疋
を
給
ふ
。
後
に
筥

を
取
り
、
再
拝
し
て
退
出
す
。
参
れ
る
上
達
部
は
、
右
府
・
内
府
・
大
夫
・
右
大
将

・
民
部
卿
・
藤
中
納
言
・
右
衛
門
督
・
中
宮
権
大
夫
・
侍
従
中
納
言
・
勘
解
由
長
官

・
権
大
夫
・
左
大
弁
・
右
大
弁
・
修
理
大
夫
・
三
位
中
将
・
大
蔵
卿
。 

  

こ
の
日
は
宿
直
装
束
の
ま
ま
参
内
し
て
い
る
。
「
春
宮
」
居
貞
親
王
―
―
後
の
三

条
天
皇
―
―
の
「
女
一
宮
」
当
子
内
親
王
（
一
〇
〇
一
～
一
〇
二
三
）
の
袴
着
（
裳

着
）
に
列
席
す
る
た
め
で
あ
る
。
当
子
の
母
は
、
藤
原
娍
子
。
「
御
装
束
事
」
は
袴

着
を
行
う
場
の
設
え
、
室
内
の
装
飾
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』
（
臨
時
七
・
内
親
王
着

裳
）
に
は
、
「
撤
二

昼
御
座
一
、
鋪
二

毯
代
一

立
二

大
床
子
一

〃
垂
二

母
屋
御
簾
一

〄
。
北

御
障
子
、
敷
二

錦
端
畳
四
枚
一
、
為
二

親
王
座
一
。
…
…
北
二
間
立
二

四
尺
御
屛
風
二
帖
一

」

な
ど
と
あ
る
。
道
長
は
そ
の
後
、
陣
の
座
で
、
去
年
の
不
堪
佃
田
の
定
め
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
「
申
時
」
こ
ろ
に
「
諸
卿
」
と
と
も
に
「
春
宮
」
の
も
と
に
参
上

し
、
「
酉
時
」
に
「
着
袴
事
」
と
あ
る
。
そ
し
て
春
宮
の
召
し
に
よ
り
御
前
に
参
上

し
た
―
―
召
し
を
伝
え
た
の
は
、
春
宮
大
夫
藤
原
道
綱
、
道
長
の
腹
違
い
の
兄
―
―
。

春
宮
の
も
と
め
に
よ
り
、
腰
結
い
を
勤
め
る
た
め
で
あ
る
。
腰
結
い
は
、
女
子
が
成

人
し
て
、
始
め
て
裳
を
付
け
る
儀
式
の
際
、
腰
の
紐
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
役

の
こ
と
で
も
あ
る
。
皇
子
女
の
場
合
は
、
時
の
大
臣
が
勤
め
る
の
が
恒
例
。
記
事
の

中
の
「
申
時
許
、
諸
卿
共
参
二

春
宮
一

」
は
、
同
じ
く
袴
着
を
書
き
と
め
た
『
小
右

記
』
に
よ
れ
ば
、 

右
大
臣
以
下
、
指
せ
る
喚め

し
無
し
と
雖
ど
も
、
左
府
仗
座
に
し
て
気
色
を
指
示

し
た
り
。
仌よ

り
て
諸
卿
相あ

ひ

率
ゐ
て
宮
に
参
れ
り
。 

と
、
「
右
大
臣
」
藤
原
顕
光
以
下
の
「
諸
卿
」
に
お
召
し
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
道

長
が
意
向
を
示
し
た
の
で
、
み
な
が
従
っ
た
の
だ
と
い
う
。
公
卿
ら
を
こ
の
よ
う
に

従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、
お
の
れ
の
権
威
を
春
宮
に
誇
示
す
る
目
論
見
を

潜
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
召
二

御
前
人
々
一、
両
三
献
後
、
大

夫
取
レ

盃
」
は
、
春
宮
が
御
前
に
人
々
を
召
し
て
、
春
宮
大
夫
道
綱
が
盃
を
取
っ
て

飲
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
小
右
記
』
に
は
、 

両
三
盃
の
後
、
諸
卿
を
御
前
に
召
し
、
衝つ

い

重
が
さ
ね

を
給
ふ
。
最
後
の
盃
は
大
夫
道

綱
、
左
府
出
づ
べ
き
由
を
仰
せ
た
り
。 

酒
宴
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
道
綱
が
盃
を
取
る
よ
う
に
と
道
長
の
指
示
が
あ
っ

た
。
春
宮
大
夫
と
し
て
の
職
務
で
あ
っ
た
の
か
、
異
腹
の
弟
な
が
ら
左
大
臣
で
あ
る

道
長
の
配
慮
で
あ
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
『
小
右
記
』
を
併
せ

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
御
堂
関
白
記
』
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
、
道
長
の
威
光

や
人
と
人
と
の
や
り
取
り
の
機
微
が
う
か
が
え
る
一
齣
と
言
え
る
だ
ろ（

う13
）

。
こ
の
後
、

「
有
和
歌
事
」
（
『
御
堂
関
白
記
』
）
、
「
卿
相
読
和
歌
之
間
、
有
給
禄
（
卿
相
和

歌
を
読
む
間
、
禄
を
給
ふ
こ
と
有
り
」
（
『
小
右
記
』
）
と
歌
会
に
移
っ
て
い
る
。

こ
の
時
の
和
歌
は
残
っ
て
い
な
い
。
道
長
は
禄
と
し
て
、
「
余
は
本
の
筥
二
合
、
道

風
の
手
跡
を
入
る
」
と
、
小
野
道
風
の
「
手
跡
」
を
た
ま
わ
っ
て
い
る
。
『
小
右
記
』

に
は
、
「
左
大
臣
殊
に
贈
物
を
給
ふ
〃
手
本
と
云
々
。
筥
に
納
め
物
を
褁つ

つ

む
〄
。

大
臣
庭
中
に
進
み
、
拝
礼
を
致
す
」
と
あ
る
。
「
道
風
」
は
、
小
野
道
風
。
『
天
徳

三
年
闘
詩
記
事
略
記
』
に
、 

木
工
頭
小
野
道
風
者
、
能
書
之
絶
妙
也
。
羲
之
再
生
、
仲
将
独（

歩14
）

。
施
二

此
屛

風
一
、
書
二

彼
門
額
一
。
処
処
莫
レ

不
レ

霊
、
家
家
莫
レ

不
レ

珍
者
也
。
仌

ヨ
リ
テ

為
二

一
朝
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北 

山 

円 
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之
面
目
一
、
為
二

万
古
之
遺
美
一
。 

と
讃
え
ら
れ
て
お
り
、
三
蹟
の
一
人
と
し
て
そ
の
書
が
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
四
月
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
藤
原
实
資
が
藤
原
公
任
の

「
愛
子
金
石
」
に
「
道
風
の
手
跡
一
巻
」
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
「
金
吾
涕
泣
す
る
こ

と
雨
の
如
し
。
愛
憐
の
甚
だ
し
さ
、
附
属
の
詞
敢
へ
て
云
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
、
公
任

は
感
激
の
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
道
長
の
正
室
藤
原
倫
子
の
母
穆
子
が
、

孫
の
姸
子
中
宮
が
生
ん
だ
禎
子
内
親
王
と
対
面
し
た
時
に
、 

ま
た
道
風
が
本
な
ど
、
い
み
じ
き
物
ど
も
の
、

銀
し
ろ
が
ね

、
黄こ

金が
ね

の
筥
に
入
り
た
る

な
ど
を
ぞ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
る
（
『
栄
花
物
語
』
つ
ぼ
み
花
） 

と
、
道
風
の
書
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
寛
弘
八
年
八
月
十
一
日
に
、
三
条
天
皇
が
東

三
条
第
か
ら
新
造
内
裏
へ
遷
幸
す
る
際
、
道
長
か
ら
の
「
贈
物
」
に
、
「
野
剣
、
御

筥
二
合
、
一
合
は
唐
の
本
、
一
合
は
日
本
の
本
道
風
」
（
『
小
右
記
』
）
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
十
月
二
十
二
日
に
、
後
一
条
天
皇
が
土
御
門
第
に

行
幸
し
た
折
、
こ
れ
も
道
長
か
ら
の
「
御
送
物
」
に
、
「
道
風
の
二
巻
・
佐
理
の
書

・
唱
和
集
の
筥
」
（
『
御
堂
関
白
記
』
）
が
あ
っ
た
。 

         

 

注 

（
１
）
杉
谷
寿
郎
「
御
堂
関
白
集
の
性
格
」
（
『
平
安
私
家
集
研
究
』
一
九
九
八
年

十
月
・
新
典
社
、
所
収
）
、
妹
尾
好
信
「
『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
―
第

一
歌
群
・
寛
弘
元
年
詠
の
部
―
―
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
二

十
六
号
・
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
、
平
野
由
紀
子
「
私
家
集
研
究
の
現
在
―
―

御
堂
関
白
集
―
―
」
（
平
野
由
紀
子
編
『
平
安
文
学
新
論
』
二
〇
一
〇
年
三

月
・
風
間
書
房
、
所
収
）
、
同
『
御
堂
関
白
集
全
釈
』
（
二
〇
一
二
年
三
月

・
風
間
書
房
） 

（
２
）
注
（
１
）
の
妹
尾
氏
論
考
参
照
。 

（
３
）
注
（
１
）
の
平
野
氏
論
考
と
著
書
参
照
。 

（
４
）
こ
の
頃
の
道
長
と
花
山
院
と
の
良
好
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
上
）
で

も
触
れ
た
。 

（
５
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
巻
下
・
親
王
）
に
は
先
の
引
用
に
つ
づ
い
て
、
同
題
の

「
此
花
非
二

是
人
間
種
一
、
再
養
二

平
台
一
片
霞
一

」
（
672
・
菅
原
文
時
）
が
あ

る
。
前
句
は
671
と
同
じ
で
あ
り
、
道
長
は
こ
の
詩
も
承
知
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。 

（
６
）
森
川
泰
雄
「
『
御
堂
関
白
集
』
詠
歌
年
時
小
考
」
（
「
王
朝
細
流
抄
」
第
三

集
・
一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
。 

（
７
）
『
拾
遺
集
』
（
巻
二
十
・1

3
3
7

・
哀
傷
）
の
、 

 
 
 
 
 
 

女
院
御
八
講
捧
物
に
、
金
し
て
亀
の
形か

た

を
造
り
て
、
詠
み
は
べ
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
院 

 
 
 
 

業ご
ふ

尽
く
す
御み

手た

洗ら
し

川
の
亀
な
れ
ば
法の

り

の
浮
木
に
会
は
ぬ
な
り
け
り 

 
は
、
こ
の
詮
子
追
善
の
法
華
八
講
に
当
た
っ
て
、
仏
法
に
関
わ
る
わ
け
に
は
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藤
原
道
長
の
文
事
―
―
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
か
ら
（
中
）
―
― 

行
か
な
い
我
が
身
を
嘆
く
歌
と
言
わ
れ
て
い
る
。
所
京
子
「
大
斎
院
選
子
の

仏
教
信
仰
」
（
『
斎
王
和
歌
文
学
の
史
的
研
究
』
一
九
八
九
年
四
月
・
国
書

刊
行
会
、
所
収
）
参
照
。
た
だ
こ
の
詞
書
か
ら
、
寛
弘
元
年
五
月
に
道
長
が

催
し
た
八
講
に
際
し
て
詠
じ
た
歌
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
女
院
詮
子

が
八
講
を
催
し
た
と
も
解
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
詮
子
は
、 

皇
太
后
宮
、
於
二

東
三
条
一
、
被
レ

行
二

御
八
講
一

云
々
（
『
小
右
記
』
正

暦
元
年
十
二
月
八
日
） 

早
朝
参
レ

院
。
…
…
亦
参
レ

院
。
御
八
講
也
（
『
権
記
』
長
保
三
年
九

月
十
四
日
） 

と
、
し
ば
し
ば
法
華
八
講
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
歌
は
哀
傷
に
分

類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詮
子
を
追
善
す
る
八
講
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
詮
子
も
「
皇
太
后
修
二

法
華
八
講
一
。
訪
二

先
妣
菩
提
一

」
（
『
日
本
紀
略
』
。

右
の
『
小
右
記
』
の
記
事
と
同
じ
時
の
八
講
）
と
、
亡
き
母
藤
原
時
姫
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
開
い
て
い
る
。
こ
の
時
の
歌
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
年

次
の
比
定
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、 

賀
茂
の

斎
い
つ
き

と
聞
こ
え
け
る
と
き
、
西
に
向
ひ
て
詠
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選
子
内
親
王 

思
へ
ど
も
忌
む
と
て
い
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
そ
な
た
に
向
き
て
音
を
の

み
ぞ
泣
く
（
『
詞
花
集
』
巻
十
・
410
・
雑
下
） 

は
、
忌
み
が
あ
っ
て
仏
の
御
名
や
経
文
の
一
節
を
口
に
す
る
わ
け
に
は
行
か

な
い
、
た
だ
西
に
向
か
っ
て
泣
く
だ
け
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。
斎
院
が
仏

法
を
希
求
す
る
思
い
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
歌
に
よ
っ
て
も
確
認
で

き
る
。 

（
８
）
佐
藤
道
生
「
藤
原
道
長
の
漢
籍
蒐
集
」
（
佐
藤
道
生
編
『
名
だ
た
る
蔵
書
家
、

隠
れ
た
蔵
書
家
』
二
〇
一
〇
年
十
月
・
慶
応
大
学
出
版
会
、
所
収
）
、
「
藤

原
道
長
の
漢
籍
収
集
」
（
『
国
宝
の
美 
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書
籍
３
』
二
〇
一
〇
七
月
・
朝

日
出
版
社
、
所
収
）
参
照
。 

（
９
）
『
小
右
記
』
の
同
日
条
に
は
、 

早
旦
読
経
僧
云
、
左
府
自
二

去
夜
一
、
俄
被
二

重
煩
一

者テ
ヘ

。リ

次
相
公
示
送
。

□
日
子
尅
許
、
如
二

霍
乱
一

被
レ

悩
云
々
。
…
…
相
倶
参
二

左
府
一
。
左
府
以
二

左
頭
中
将
一
、
被
二

言
出
一

云
、
自
二

子
丑
尅
許
一
、
如
二

霍
乱
一

病
悩
。
嘔
吐

無
レ

隟ヒ
マ

、
今
間

イ

マ

嘔
吐
止
。
然
而
心
神
極
悩
、
無
力
殊
甚
。
仌
不
レ

能
二

相

遇
一
。

太
ハ
ナ
タ
ダ

恐

カ
シ
コ
マ
リ

申
者
。 

と
あ
り
、
昨
夜
か
ら
「
霍
乱
」
と
な
っ
て
絶
え
ず
「
嘔
吐
」
し
、
「
嘔
吐
」

が
止
ま
っ
て
も
「
心
神
」
の
苦
痛
は
つ
づ
き
、
「
力
」
が
出
ず
対
面
は
叶
わ

ぬ
と
語
っ
て
い
る
と
聞
い
た
と
、
病
悩
の
有
様
を
書
き
と
め
て
い
る
。 

（
10
）
前
者
は
妹
尾
氏
の
論
考
、
後
者
は
平
野
氏
の
注
釈
書
と
論
考
に
よ
る
。
と

も
に
注
（
１
）
に
挙
げ
た
。 

（
11
）
『
権
記
』
の
長
保
三
年
三
月
十
日
条
に
、 

此
日
内
供
奉
源
信
・
覚
運
等
可
レ

变
二

法
橋
上
人
位
一。
件
等
人
年
来
有
二

宿
願
一
、
都
不
二

出
仕
一
。
依
二

御
願
無
一レ

止
、
綸
旨
慇
懃
。
仌
今
日
共
参
入
。

為
レ

励
二

其
情
一
、
並
有
二

此
恩
一

也
。 

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
長
い
間
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

（
12
）
こ
の
願
文
に
は
そ
の
悲
し
み
を
、
「
弟
子
涕
涙
流
而
無
レ

停
、
迷
レ

倒
二

雲
漢 

於
眼
下
一
、
心
肝
屠
而
不
レ

静
、
如
レ

呑
二

風
胡
於
胸
中
一

」
（
「
弟
子
」
は
寿
懐
）

と
語
り
、
覚
運
の
教
化
が
、
「
善
男
善
女
、
或
尊
或
卑
、
受
二

其
法
施
一
、
殖
二

其
良
因
一

之
者
、
大
二

半
於
天
下
一

矣
」
と
広
く
及
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
藤
原
行
成
は
、
覚
運
の
卒
去
を
知
っ
て
、
「
仏
法
棟
梁
、
国
家
珍
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宝
也
。
今
聞
二

逝
去
一
、
悲
涙
灑
レ

襟
云
々
」
（
『
権
記
』
寛
弘
四
年
十
一
月
一

日
）
と
悲
し
み
の
涙
を
流
し
て
い
る
。 

（
13
）
袴
着
の
儀
に
列
席
し
て
い
た
藤
原
行
成
は
、
「
東
宮
の
女
一
の
御
子
、
御

著
袴
の
事
有
り
」
（
『
権
記
』
）
と
記
す
だ
け
で
あ
る
。 

（
14
）
「
羲
之
」
は
晉
の
王
羲
之
、
「
仲
将
」
は
梁
の
韋
誕
の
こ
と
。
と
も
に
能

書
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

  

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
原
道
長
、
文
事
、
御
堂
関
白
記
、
御
堂
関
白
集
、
寛
弘
元
年
、
注

釈 

   




